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供血者集団の資料を元にした広島県および

日本におけるHBVキャリア数，HCVキャリア数の推計の試み
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　健常者集団の中に潜在する無症候性のHBVキャリア数およびHCVキャリア数を把握する目的で，広島

県赤十字血液センターにおける3年間の20～64歳の供血者群のうち，調査期間内の個人の重複を取り除いた

実供血者の資料158,048例（1人あたり1資料）および初回供血者の資料36,140例，また，全国の11の血液セ

ンターにおける20～64歳の初回供血者の資料155,057例をもとに推計を試み，以下の結果を得た。

1.　広島県におけるHBVキャリア数は，20～64歳の男性人口85.6万人中1.9万人（95％信頼区間:1.2～

2.7万人），同女性人口87.5万人中1.7万人（1.1～2.3万人），計約3.6万人（2.0～5.0万人）と推計された。

　日本におけるHBVキャリア数は20～64歳の男性人口3,874万人中40.3万人（33.1～47.5万人），同女

性人口3,871万人中35.1万人（28.5～41.7万人）計約75万人（62～89万人）と推計された。

2.　広島県におけるHCVキャリア数は，20～64歳の男性人口85.6万人中1.3万人（95％CI，以下同様：

1.0～1.6万人），同女性人口87.5万人中1.2万人（1.0～1.6万人）計約2.5万人（2.0～3.1万人）と推計され

た。

　日本におけるHCVキャリア数は，20～64歳の男性人口3,874万人中38.6万人（32.4～46.0万人），同

女性人口3,871万人中30.6万人（25.4～36.8万人）計約69万人（58～83万人）と推計された。

　以上の得られた推計値には，患者として通院しているキャリアの数は含まれていないこと，またHCV抗

体低力価群にわずかに存在するHCVキャリアは含まれてはいないことから，実際よりもやや低く見積られ

ている点に注意する必要がある。しかし，HBV，HCVキャリアの新規発生がほぼ制圧された我が国におけ

る慢性肝疾患対策は自覚症状がないまま社会に潜在するHBV，HCVキャリアを早期に発見し健康管理へと

導くことに重点を移す時期に至ったと考えられた。
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